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津南町特産のアスパラガス畑にて。
「雪の日舎」の佐藤可奈子さんと共同
開発した作業用ウエアを身に着けて
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「私がやるのだ」。全国最年少町長としてメディアからも注目される
桑原悠さんは、2児の母親として「子どもたちが希望と可能性を感
じる町で育ってほしい」という「強い思い」を抱いて町長に就きま
した。閉塞感に挑むため、町民と対話をしながら、起業など「新し
い流れ」を促し、若い人が住み続けたい町を目指します。

桑原  悠
Haruka Kuwabara

新潟県津南町  町長

私のオピニオン



　田舎の農家の娘、農業体験が私の「強み」

　新潟県津南町という所をご存じでしょうか。

長野県との境にある山間地の町で3～4mの

積雪のある全国で有数の豪雪地帯です。冬の

間は雪に閉じ込められることもありますが、

地下に浸透した雪解け水が大地に湧き出し、

耕地を潤し、特産のコシヒカリ、雪下ニンジ

ン、アスパラガス、トウモロコシ、枝豆など

「雪の恵み」を育んでくれます。津南町は「農

を以
も っ

て立町の基と為
な

す」を町是とする「農業

立町」で、国による農地の基盤整備が進み、

稲作だけでなく、園芸や養豚も盛んで、県内

有数の農業地帯です。農業は基幹産業で、町

のアイデンティティーです。

　実家は兼業農家で、祖父母、両親、弟の6

人家族みんなで夏野菜の収穫、選別、出荷を

行うことで、季節の訪れを感じることができ

ました。幼いころから、農業は生活の中にあ

り、農作業をすることは大好きでした。好奇

心旺盛な子どもで、小学5年生のとき、好物

の納豆を異なる発酵条件で大豆から作ったこ

ともありました。実家で採れたての野菜を食

べたことは大きな思い出で、東京の大学院で

地方自治を学んでいたころ、周りの仲間は都

会出身の秀才が多く、私のような「田舎の農

家の娘」は稀有な存在でした。でも、それが

私の「強み」であると気付き、強みを生かせ

ば、故郷の町づくりに役立てられると思い、

政治の世界に挑むようになりました。まずは、

津南町の町長に就くまでのストーリーをお話

しします。

　少女時代の憧れだった緒方貞子さん

　両親は共に新潟県内の農業高校出身で結婚

してすぐに私を授かりました。食卓で社会問

題を話し合うような家庭環境で、私も自然と

国内外の出来事に関心を持つようになりまし

た。中学生のころ、祖父から国連難民高等弁

務官の緒方貞子さんの著書を借りて読みまし

た。世界の紛争地で絶えず弱者に寄り添う姿

勢に尊敬の念を抱くようになり、常日頃、両

親から「視野を広く持つように」と言われて

いたこともあり、将来は緒方さんのように国

連で働きたいと夢見るようになりました。向

学心にスイッチが入り、懸命に勉強するよう

になりました。

　2003年7月、高校2年生のとき、憧れの存

在である緒方貞子さんが、「大地の芸術祭」で

の講演のため、地元の越後妻
つ ま り

有（十日町市・

「頭はグローバルに、足は大地に」緒方貞子さんの言葉が、
私を「故郷の地域づくり」に導いてくれました。
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津南町）を訪れたの

です。直接、緒方さ

んの言葉を聞ける貴

重な機会で、私の座

右の銘となる「頭は

グローバルに、足は

大地に」という言葉

に出合いました。緒

方さんのメッセージ

に感化され、まさに

足元の故郷の地域づ

くりにも関心を持つ

ようになりました。

早稲田大学、オレゴン大学（留学）、東京大学

大学院では国内外の政治、公共政策を勉強し、

将来は地方自治に関する仕事に就きたい、と

考えるようになったとき、「転機」が訪れたの

です。2011年、東日本大震災の翌日、3月12

日未明に津南町が震度6の揺れに襲われた長

野県北部地震でした。

　希望や可能性を感じる町で育ってほしい

　東日本大震災が起きたとき、東大の図書館

にいて、本棚が大きく揺れて怖かったのを覚

えています。翌日の未明に自宅にたどり着き、

テレビをつけると、被災した故郷の惨状が映

し出されました。「もう、この世の終わりだ。

早く帰って手伝わなくては」と、居ても立っ

てもいられず津南に帰ったのですが、思いを

よそに家族が作ってくれた野菜料理が心に染

みました。それで分かったのです。「農家の娘」

であることと東京で学んだ経験をつなぎ合わ

せれば、たとえ若くて、微力であっても、震

災前から人口減や衰退が進む故郷の「復興」

の役に立てるのではないか、と。在学中でし

たが、2011年10月の町議選に立候補すること

を決断しました。

　当時25歳で「若い、しかも女性で大丈夫

か」と、町民の皆さんから心配されましたが、

「新しい時代をつくる」という強い意志で、懸

念する人たちに納得してもらい、ハードルを

越え、前に進むことができました。町議に就

いてからは、重要な議論が行われているのに、

身近な存在ではなかった議会の「見える化」

に努めました。財政的に小さな町でも耐えら

れる低価格のシステムで議会のインターネッ

ト中継を提案し、実現しました。また、結婚

し、2児を出産したこともあり、議員の産休制

度を創設する議会規則を提案し、変更しまし

た。私の後にも若い女性に町議になってもら

いたいので、障壁を取り除きたかったのです。

　6年半の町議時代は、地方自治のキャリア

を積みましたが、痛感したのは過疎化の深刻

母親として「子どもたちのために何ができるのか」という視点を
得たことで、町長として「強い思い」を抱くことができました。

左／町長室はいつもオープン。小さな
お客さまも訪ねてくれる　右上／地域
おこし協力隊の若者と意見交換　右下
／小学生たちが町のPRパンフレット
を作成してくれた

（写真提供／吉澤健太〈左〉、津南町役場〈右上・右下〉）
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さで、現在の人口は約9,800人で、ピークだっ

た1955年（昭和30年）から半減し、65歳以

上が約4割で、人口減少に歯止めがかかりま

せん。2児の母親になって、「子どもたちのた

めに何ができるのか」という視点が加わりま

した。子どもたちが閉
へ い

塞
そ く

感のある町でなく、

希望や可能性を感じる町で育ってもらいたい。

大人になったとき、良い町になったと思って

もらいたい。それには、今から変わらないと

間に合わない。ならば、自分で変えるしかな

い、という「強い思い」を抱くようになりまし

た。「町政に新風を吹き込んで」という支援も

あり、2018年6月の町長選に立候補しました。

「人生経験が浅い、小さい子どもがいるのに大

丈夫か」という懸念も、「子どもたちのために」

という強い思いで押し切りました。誰が何と

言おうと「強い思い」を持てたのは、女だか

ら、母親だからというのが大きかったと思い

ます。体が焼けるような経験をして、子ども

を産み出したことは尊いことで、大きな自信

になりました。

　2度の町議選とは異なり、町のトップとし

て試された厳しい選挙でした。町民の顔が見

えるのは、小規模の自治体の選挙ならではで、

「新しい時代をつくるには、皆さんの参加が欠

かせません」と呼び掛け、一人一人と向き合

い、じっくり話を聞きました。子育てへの支

援の要望が目立ちましたが、印象深かったの

は、仕事との両立に悩んでいるお母さんの声

で、「子どもが病気になったとき、とてもつら

い思いをした。安心して、働きながら子育て

できる環境が必要」と、涙ながらに訴えてく

れる人もいました。

　若い人が住み続けたいと思える町に

　若い人が農業で喰
く

っていけるようにしなけ

れば、町の未来は拓
ひ ら

けません。「新しい流れ」

を生み出すため、法人を立ち上げた40代の農

家を支援しました。また、米だけに頼らず、

園芸にも力を入れている県庁と連携して、山

間地でも「稼げる農業」のモデル経営体を育

成したいと思っています。専門家である農業

普及センターの職員を派遣してもらい、最新

の栽培技術や知識を現場に落とし込み、推進

していきます。ＪＡは町の農政を進めるのに

欠かせない存在です。ＪＡと一体となり農業

所得の向上に取り組んでいきたい。ＪＡには、

スマート農業の普及において、最新の技術を

導入するのが苦手な農家とテクノロジー系企

業との間に立って調整する機能を果たしても

らいたいです。

　雪国の文化や縄文時代の遺跡などの観光資

源と農業をつなげて「町のストーリー」をつ

くり、「津南」という名前の付いた特産物や観

光地にプレミアムがもたらされる「町のブラ

ンド化」を進めることが課題になっています。

行政と地域住民が協働して観光地域づくりを

行う「DMO（観光地経営組織）」という組織

の導入を検討しています。その一環として、

町民や通勤や通学などで津南と関わりのある

人から公募して、町の将来像や現状の課題を

主体的に考える「津南未来会議」を設置しま

した。私の役割は対話をすることで、町民に

町をどのようにしたいのかを聞き、しっかり

若い人が農業で喰
く

っていけないと町の未来は拓
ひ ら

けません。
山間地でも「稼げる農業」のモデル経営体を育成します。
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下支えしていくことです。町を良くしたいと

思っている人や、情熱的に活動している人を

つなぎ、知恵と活動を結集させたいのです。

　将来は、ビジネスや起業する人が多く現れ

て、女性や年配の方など多様な人が能力を発

揮できる環境をつくりたいです。物心ともに

豊かになって、幸せを感じられる津南にした

い。若い人が面白そうだ、可能性がありそう

と選び、住み続けたいと思える町にすること

が目標です。

　　
　子どもの視野を広げる環境を整備したい

　4年前から小学校の総合学習で苗場山麓ジ

オパークや縄文、雪国文化を伝える「郷土教

育」を行っていますが、町のPRパンフレット

を作成したり、温泉施設の入場者を増やすた

め、ポスターやPRソングを作るなど、子ども

たちが自発的に町づくりの活動を行っていま

す。うれしいことに、郷土教育の成果が「地

域の役に立ちたい」という実際のアクション

になって表れています。

　子どもたちのためにも、津南にいても都会

と変わらない教育の機会を用意したい。ICTで

世界とつながり、交流し、一流の人の話を聞

くなど、視野を広げる環境を整備したい。こ

の投資は「未来への種まき」です。

1986年、新潟県津南町生まれ。2009年、早稲田大学
卒業、東京大学公共政策大学院に入学。在学中の2011
年10月、25歳で津南町議選に立候補しトップ当選を果
たす。2015年に再選、副議長に就任。2018年6月の
町長選で当選し、全国最年少町長としてメディアから注
目される。内閣官房まち・ひと・しごと創生本部未来技
術×地方創生検討会委員、『日本経済新聞』の「『令和』
新時代　こんな日本に」に掲載された「令和新時代に
活躍が期待される人」に選ばれる。町議時代に結婚した
養豚業を営む夫、義理の祖父母・両親と協力しながら4
歳の娘と2歳の息子を育てる「働くお母さん」。町民と
の対話を心掛け、町長室を開放しており、子連れでも気
軽に訪れられるように木の玩具がある遊び場を設けてい
る。「現場に近いところに」がモットーで、フットワーク
軽く自家用車で町内の農家や企業、住民グループのもと
を訪ね、情報収集や意見交換を行っている。津南町産の
野菜の魅力をPRする「つなベジ会」のメンバーで、野
菜ソムリエの資格を生かしたトップセールスに取り組む。
趣味は、子どもと一緒に料理をすること。「最もほっとで
きる瞬間です」

くわばら・はるか

「津南未来会議」の初会合が５月28日、町役場で開催されました。定員40人に対し、20～ 70代までの幅広い世代から49人の申し込みがあり、
男性32人、女性17人、全員が検討委員に就任しました。９月末までに５回開催して結論をまとめる計画です。
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